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【考察】
これまでの実績より金銀パラジウム鋳造冠の再製

率は約3.0％であり，今回調査したCAD/CAM冠の
再製率は1.73％と比較的低く，臨床の上でも良好な
結果であるとことがわかった．また破折の割合が
0.62％と低い値が得られたことは，fig10，fig11から
もわかるように高い物性をもつセラスマートや
KZR-CAD HRの使用率が高かったことが要因の一
つであると考えられる．また脱離の割合が0.07％と
低い値になった理由は，これら物理的性質の高い材
料の使用に加え，上述した注水可能な加工機Aadva 
ミルLW-Ⅰや0CS-11hanaを使用したことによるた
めと考える．乾式の加工機は加工用のバーが摩耗し
やすく，またfig12を見てもわかるように，乾式の
加工機で加工したものは切削屑がCAD/CAM冠内
面に付着しやすく，特に隅角部においては切削屑が
残りやすい．内面処理としてサンドブラストで完全
に取りきらなければ，この切削屑は接着や適合に影
響するものと考えられる．一方，注水式の加工機で
加工した場合は切削屑が残りにくいことがわかる．
その他，加工の際に発生する熱による影響と，ク
ラックの発生を抑えるためにも，特に注水式の加工
機の使用が望ましいと考える．

＜月別再製理由と再製率＞fig11

しかし，歯科技工士が模型を処理する際トリミン
グなど十分な注意を払いながら作業を進めていくこ
とは鋳造冠と同じである．また特に支台歯形成や接
着操作は重要なポイントであるため，歯科医院への
支台歯形成や接着操作の要点についての情報提供も
再製率を低下させる大切なことであると考える．

fig.12　切削しエアー乾燥後のCAD/CAM冠の内面.
（左）注水式,（右）乾式
乾式では隅角部に切削屑が残っている.

fig.12

fig.11
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Ⅳ．調査２　CAD/CAM冠に関するアンケート

●調査期間：平成27年５月
●対象：全国の歯科医院1,912件の歯科医師
●内容：表４に示す10項目
＜CAD/CAM冠に関するアンケート＞fig13
fig.13
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Ⅴ．まとめ

以上の結果より，CAD/CAM冠は従来の全部鋳
造冠に比較して低い再製率を得られることが確認さ
れたが，今回の実験や調査から低い再製率を得るに
は次のポイントが重要であり考慮すべきであると示
唆された．
１．CAD/CAM冠用ハイブリッドブロック

高い物理的性質のブロック材料を選択すること
２．加工機

乾式の加工機より注水式の加工機の使用が望ま
しい

３．情報提供
支台歯形成や接着操作に関する情報の提供が望
ましい

今後CAD/CAM冠を製作するにあたり良好な適
合性を確保するために，CAD/CAM冠用の支台歯
形成はもちろんの事セメントスペースと接着の問題
やアルミナサンドブラスト処理による接着強度への
影響など要因を明らかにする必要があると考える．

参考文献
１）末瀬一彦・保険診療に導入された「CAD/CAM冠」の初期経

過に関する調査研究 日本デジタル歯科学会2015.04.25
２）竹内慶子・CAD/CAM冠に関する臨床的調査第１報再製率に

ついて 日本デジタル歯科学会2015.04.25


